
令
和
元
年
6
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
2
号
(4
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令
和
元
年
6
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
2
号
(1
)  

 

 
 

発
行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会
 

h
tt
p
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w
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.f
k
-t
om
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a
to
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「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
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作
：
広

報
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k
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a
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ふ
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ふ
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ふ
る
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字
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役
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☆
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☆
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令
和

令
和

令
和

令
和

元 元元元
年

度
定

期
総

会
年

度
定

期
総

会
年

度
定

期
総

会
年

度
定

期
総

会
    
開

催
開

催
開

催
開

催
    

 
定
期
総
会
が
、
5
月

11
日
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
 

 
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
役
員
が
改
選
さ
れ
、
第

1
9

代
協

議
会

会
長

に
泉

町
会

会
長

の
水

谷
修

國
氏

が
選

出
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
度
、
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
精

一
杯

務
め

さ
せ

て
頂

き
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

●
新

任
執

行
役

員
の

紹
介

 
 
こ
の
た
び
、
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
緑
ヶ
丘
町
会
の
安
岡
で
す
。
生
活
環
境
部
を

担
当
す
る
よ
う
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
同

協
議

会
で

は
体

育
部

員
と

し
て

宍
戸

部
長
の
も
と
で
体
育
祭
、
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
祭

り
等
で
仕
事
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
同
協
議

会
は
富
里
地
域
の
7
町
会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
目
指
し

て
き
た
事
の
ひ
と
つ
は
「
住
み
や
す
い
町
」
、
「
安
全
で
安
心
な

町
」
、
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
町
」
づ
く
り
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
富
里
地
域
内
に
あ
る
緑
ヶ
丘
町
会
に
約

5
5
年
間
住

ん
で
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
こ
れ
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
た

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
同
協
議
会
の
役
員
、

関
連

委
員

を
務

め
ら

れ
た

多
く

の
方

々
の

ご
尽

力
に

よ
る

も
の

と
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
微
力
で
す
が
、
今
後
と
も
富

里
地

域
の

発
展

の
た

め
に

貢
献

で
き

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
の
で
皆
様
方
の
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

執
行

執
行

執
行

執
行

役
員

役
員

役
員

役
員
    

協
議

会
会

長
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副

会
長
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

事
務

局
長
 

 
〃

次
長
 

地
区

社
協

部
会

長
 

 
 

〃
 

副
部

会
長
 

水
谷

水
谷

水
谷

水
谷

    
修
國

修
國

修
國

修
國
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新
任

新
任

新
任

新
任

) ))) 

鶴
﨑
 
光
次
 

佐
野
 
治
人
 

小
池
 
守
 

島
田
 
英
司
 

高
橋
 
健
児
 

村
田
 
悟
 

安
岡

安
岡

安
岡

安
岡

    
俊
明

俊
明

俊
明

俊
明

( (((
新
任

新
任

新
任

新
任

) )))
    

千
代
田
 
裕
弘
 

岩
佐
 
祐
義
 

鶴
崎
 
光
次
 

山
名
 
恵
子
 

泉
町
 

豊
西
 

豊
東
 

栄
町
 

通
一
 

富
里
 

豊
西
 

緑
ヶ
丘
 

通
一
 

富
里
 

豊
西
 

富
里
 

会 会会会
    
計 計計計
 

会
計

役
員
 

一
般

会
計
 

特
別

会
計
 

島
田
 
英
司
 

渡
辺
 
宏
美
 

林
 
悦
子
 

通
一
 

泉
町
 

富
里
 

会
計
監
査

会
計
監
査

会
計
監
査

会
計
監
査
 

監
査

役
 

〃
 

 
伊
藤
 
清
 

花
田
 
良
徳
 

豊
西
 

豊
東
 

専
門
部

専
門
部

専
門
部

専
門
部
    

総
務

部
部

長
 

広
報

部
部

長
 

防
災

部
部

長
 

文
化

部
部

長
 

体
育

部
部

長
 

生
活

環
境

部
部

長
 

児
童

保
健

福
祉

部
部

長
 

 
 

〃
 

 
副

部
長
 

高
齢

者
福

祉
部

部
長
 

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

部
部

長
 

今
井

今
井

今
井

今
井

    
雅 雅雅雅

( (((
新
任

新
任

新
任

新
任

) ))) 

川
田
 
芳
史
 

岡
部

岡
部

岡
部

岡
部

    
和
夫

和
夫

和
夫

和
夫

( (((
新
任

新
任

新
任

新
任

) ))) 

平
野
 
森
雄
 

宍
戸
 
一
郎
 

佐
々
木
 
由
美
子
 

中
嶋
 
明
子
 

谷
村
 
吉
詩
恵
 

赤
塚

赤
塚

赤
塚

赤
塚

    
素
子

素
子

素
子

素
子

( (((
新
任

新
任

新
任

新
任

) )))
    

下
山
 
幸
一
 

豊
西
 

豊
東
 

豊
西
 

富
里
 

富
里
 

泉
町
 

豊
東
 

豊
東
 

豊
西
 

通
一
 

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他
そ

の
他
 

地
域

づ
く

り
推

進
委

員
 

〃
 

消
費

生
活

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
 

千
代
田
 
裕
弘
 

岩
佐
 
祐
義
 

溝
田
 
節
子
 

通
一
 

富
里
 

豊
東
 

上
げ
ま
す
。
住
み
よ
い
わ
く
わ
く
感
を

感
じ

あ
え

る
富

里
地

域
を

目
指

し
て

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
育
児
子

育
て

世
代

の
方

々
か

ら
ご

高
齢

の
方

々
ま

で
多

世
代

の
皆

様
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
福

祉
の

充
実

を
図

る
と

と
も
に
、
各
専
門
部
等
の
活
動
で
は
地
域

の
皆

様
に

参
加

し
て

交
流

し
て

頂
け

る
‘
ふ
れ
あ
い
の
場
’
の
提
供
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
へ
の
備
え
も
地
域
の
大
事
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
員
、
委
員
、
そ
し
て

地
域
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
事
業
の
遂
行
に
精
一
杯

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

水
谷
会
長
 

安
岡
副
会
長
 

●
水

谷
新

会
長

の
ご

挨
拶
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地

域
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ケ
ジ
ュ
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ル

富
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地
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ケ
ジ
ュ
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ル

富
里
地

域
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ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
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主
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ス
ケ
ジ
ュ

ー
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15
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問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 
0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1
 

※
2
0
1
9
年
5
月
2
1
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

6 666
月 月月月
1
7
1
7
1
7
1
7
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）
    

7 777
月 月月月
1
5
1
5
1
5
1
5
日 日日日
（

月
（

月
（

月
（

月
） ）））
    

 
が
癒
さ
れ
る
効
果
あ
り
。
ま
た
、
映
画
を
観
て
主
人
公
に
感
情
移
入

す
る
こ
と
で
、
映
画
の
世
界
観
に
入
り
込
み
良
い
気
分
転
換
に
。
何

よ
り
泣
く
・
笑
う
と
い
っ
た
感
情
表
現
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
だ
け
で

な
く
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
の
だ
そ
う
で
す
。
 

 
こ
れ
ら
は
、
雨
の
多
い
こ
の
時
期
で
も
室
内
で
出
来
る
も
の
。
少

し
で

も
皆
さ

ん
の

元
気
回

復
に

役
立

て
ば

幸
い

と
担
当

保
健

師
が

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ち
な

み
に
、
レ
モ

ン
は
、
気
分

を
ス
ッ

キ
リ
さ
せ
、

思
考
を
冷
静

に
す
る
作
用
あ
り
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、

優
れ

た
鎮
静
作
用

が
あ
り
自
律

神
経
の

バ
ラ
ン
ス
を

整
え
、
免
疫

力
を
上
げ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
 

 
そ

の
２
．
描
い

て
観
て
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
。
絵
を
描

く
と
感
性
が

養
わ
れ

、
色
々
な
色

彩
を
目
に
す

る
こ
と

で
、
気
持
ち

が
落
ち
着
き

心
 
も
う
じ
き
梅
雨
。
こ
の
時
期
は
不
安
定
な
天
気
が
続
き
、
身
体

の
疲
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
心
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
た
い
時
期
で
す
。
そ

こ
で
、
市
職
員
の
健
康
管
理
担
当
の
保
健
師
に
、
こ
の
時
期
お
勧

め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
を
聞
き
ま
し
た
。
 

 
そ
の
１
．
香
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
や
さ
し
い
香
り
は
マ
イ
ナ

ス
の

感
情

を
癒

し
、

前
向

き
で

肯
定

的
な

感
情

を
呼

び
起

こ
す

も
の
。
リ
ビ
ン
グ
や
玄
関
、
寝
室
に
お
気
に
入
り
の
香
り
の
キ
ャ

ン
ド

ル
や

フ
レ

グ
ラ

ン
ス

を
使

っ
て

み
て

は
如

何
で

し
ょ

う
。

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：
1
8
8
 

電
話
：
0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
 

前
払
方
式
 

S
u
ic
a
, 

n
a
n
a
co

等
 

チ
ャ
ー
ジ

し
た
金

額
分
の

み
使
え

る
 

即
時
決
済
 

デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド

等
 

そ
の
場
で

口
座
残

高
よ
り

支
払
さ

れ
る
 

後
払
方
式
 

ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
 
1

ヶ
月

分
の
利

用
額
が

ま
と
め
て

口
座
よ

り
引

き
落
と
し

さ
れ
る
 

Q
R
コ

ー
ド
 

決
済
 

P
a
y
p
a
y,
 

楽
天
p
a
y
他
 

決
済

ア
プ

リ
に

事
前

登
録

し
ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

の
カ
メ
ラ

で
Q
R
コ
ー
ド

を
読
み

取
り
決

済
 

 

日
時
 

イ
ベ
ン
ト
名
 

窓
口
 

6
月
 
1
7
日
(月

) 
1
0
:0
0
～
 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
9
日
(水

) 
11
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
2
0
日
(木

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
3
日
(日

) 
1
0
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

7
月
 

1
日
(月

) 
1
0
:0
0
～
 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
3
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
6
日
(土

) 
1
0
:0
0
～
 
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）

 
ふ
る
さ
と
協
議
会

 

 
9
日
(火

) 
1
0
:0
0
～
 
母
と
子
の
集
い
（
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
 

 
1
0
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）

 
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

 
11

日
(木

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
3
日
(土

) 
1
0
:0
0
～
 
香
取
神
社
祭
礼
（
通
一
朝
日
会
館
、
栄
町
集
会
所
）
 

通
一
、
栄
町
 

 
1
4
日
(日

) 
1
0
:0
0
～
 
香
取
神
社
祭
礼
（
通
一
朝
日
会
館
、
栄
町
集
会
所
）
 

通
一
、
栄
町
 

 
1
7
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
2
8
日
(日

) 
1
0
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

8
月
 

3
日
(月

) 
1
0
:0
0
～
 
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
 

 
1
7
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
一
本
松
公
園
）
 

緑
ヶ
丘
町
会
 

 
4
日
(日

) 
1
7
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
一
本
松
公
園
）
 

緑
ヶ
丘
町
会
 

 
7
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 
児
童
保
健
福
祉
部
 

 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

以
外

の
方

以
外

の
方

以
外

の
方

以
外

の
方

法
で
支
払
う
こ
と

法
で
支
払
う
こ
と

法
で
支
払
う
こ
と

法
で
支
払
う
こ
と

。 。。。
    

現
金

を
持

ち
歩

く
必

要
が

な
い

、
計

算
が

早
い
、
明
細
で
収
支
が
わ
か
る
、
ポ
イ
ン
ト
が

付
く

な
ど

の
利

点
が

あ
り

ま
す

が
、

カ
ー

ド
の

紛
失

や
盗

難
に

あ
っ

て
不

正
使

用
さ

れ
る

、
個

人
情

報
が

同
意

な
く

流
出

す
る

可
能

性
が
あ
る
な
ど
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
 

使
用

す
る

場
合

、
管

理
に

気
を

つ
け

て
く

だ
さ
い
。
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
）

～ ～～～
    
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
    
～ ～～～
 



 

令
和
元
年
6
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
2
号
(2
) 

 
令
和
元
年
6
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
2
号
(3
)  

 
 

   

 【
総
務
部
：
今
井
氏
（
豊
西
）】

 
 
い
つ
も
協
議
会
す
べ
て
の
活
動
を
縁
の
下
か
ら
支
え
て
く
れ
て

い
る
総
務
部
を
率
い
て
こ
ら
れ
た
、
金
山
前
部
長
（
緑
ヶ
丘
）
か

ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
、
本
年
度
か
ら
今
井
氏
が
部
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
 

 
『
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
行
事
の
実
施
や
各
専
門
部
の
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
に
、
総
務
部
と
し
て
支
援
に
努
め
ま
す
』
 

【
防
犯
防
災
部
：
岡
部
氏
（
豊
西
）】

 
 

ふ
る

さ
と

協
議

会
の

中
で

は
一

番
あ

と
か

ら
発

足
し

た
同

部
は
、
角
田
前
部
長
（
栄
町
）
か
ら
岡
部
氏
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
来
注
目
さ
れ
て
い
た
防
災
意
識
が
薄
れ
が
ち
に

な
っ
て
き
た
昨
今
。
新
た
な
防
災
対
策
は
地
域
の
重
要
課
題
で
す
。 

 
『
防
犯
・
防
災
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
』
 

【
高
齢
者
福
祉
部
：
赤
塚
氏
（
豊
西
）
】
 

 
富
里
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て

い
る
同
部
は
、
毎
年
当
番
制
で
地
域
ご
と
に
担
当
が
変
わ
り
ま
す
。

本
年
度
は
豊
東
・
豊
西
が
担
当
し
ま
す
。
比
較
的
委
員
歴
が
少
な

い
赤
塚
新
部
長
に
は
、
地
域
か
ら
新
し
い
活
動
へ
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
『
だ
れ
も
等
し
く
齢
を
と
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
元
気
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
』
 

声
掛
け

訪
問

声
掛
け

訪
問

声
掛
け

訪
問

声
掛
け

訪
問

を ををを
行
い

行
い

行
い

行
い

ま
す

ま
す

ま
す

ま
す

    

民
生
委
員

民
生
委
員

民
生
委
員

民
生
委
員

・ ・・・
児
童

児
童

児
童

児
童

委
員

委
員

委
員

委
員
    

 
今
年
も
「
声
掛
け
訪
問
」
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
地
域

を
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
声
掛
け
訪
問
」
は
柏
市
独
自
の
活
動

で
、
7
5
歳
以
上
の
方
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。
2
,0
0
0
人
近
い
今

年
の
富
里
地
区
の
訪
問
対
象
者
を
「
生
活
や
健
康
の
問
題
」
な
ど

2
0
1
9
 

 

町
会

の
夏

ま
つ

り
 

南 南南南
柏
ま

つ
り

柏
ま

つ
り

柏
ま

つ
り

柏
ま

つ
り

( (((
南 南南南
柏

駅
柏

駅
柏

駅
柏

駅
西
口

西
口

西
口

西
口

周
辺

周
辺

周
辺

周
辺

) )))
    
7
/
2
0

7
/
2
0

7
/
2
0

7
/
2
0
・ ・・・
2
1

2
12
1

2
1
    

柏
ま
つ

り
柏

ま
つ

り
柏

ま
つ

り
柏

ま
つ

り
( (((
柏

駅
周

辺
柏

駅
周

辺
柏

駅
周

辺
柏

駅
周

辺
) )))
 
 

 
  
 

 
 
    

    
    

    
7
/
2
7

7
/
2
7

7
/
2
7

7
/
2
7
・ ・・・
2
8

2
82
8

2
8
    

通
一

通
一

通
一

通
一
( (((祭

礼
祭

礼
祭

礼
祭

礼
) )))    

7
/
7
/
7
/
7
/1
3
1
3
1
3
1
3・ ・・・
1
4
1
4
1
4
1
4
    

朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館
    

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘
    
8
/
8
/
8
/
8
/3 333
・ ・・・
4 444
    

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園
    

栄
町

栄
町

栄
町

栄
町
    
8 888
/5 /5/5/5
・ ・・・
6 666
    

二 二二二
松
学
舎

松
学
舎

松
学
舎

松
学
舎

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場
    

豊
東

豊
東

豊
東

豊
東
    
8
/2
3

8
/2
3

8
/2
3

8
/2
3・ ・・・
2
4
2
4
2
4
2
4
    

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

校
庭

校
庭

校
庭

校
庭
    

富
里

富
里

富
里

富
里
    
8
/
8
/
8
/
8
/3
0
3
0
3
0
3
0・ ・・・
3
1
3
1
3
1
3
1
    

富 富富富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

里
近
隣
セ
ン
タ
ー

里
近
隣
セ
ン
タ
ー

里
近
隣
セ
ン
タ
ー
    

豊
西

豊
西

豊
西

豊
西
    
8
/
8
/
8
/
8
/2
5
2
5
2
5
2
5
    

豊
町

豊
町

豊
町

豊
町

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園
    

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

を
伺
っ
て
、
相
談
窓
口
と
な
る
べ
く

2
5
人
の
委

員
の
皆
さ
ん
が
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

 
皆

さ
ん

の
お

宅
へ

民
生

委
員

が
伺

っ
た

と
き

は
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
支
部
も
総
会
を
午
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
柏
市
防

災
安
全
課

か
ら
、
「

最
近
の

振
込
詐
欺
は
、
劇
場
型
で
、
公
官
庁
な
ど
の
名

を
か
た
り
、
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を
聞
き
取

 
パ

ソ
コ

ン
だ

け
で

な
く

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

と
多

様
化

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
閲

覧
ツ

ー
ル

に
対

応
す

る
た

め
、

富
里

地
域

ふ
る

さ
と

協
議

会
の

公
式
サ
イ
ト
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
サ
イ
ト
で

は
各
町
会
や
各
部
だ
け
で
な
く
、
サ
ロ
ン
の
活
動
な
ど
も
各

セ
ク

シ
ョ

ン
で

情
報

を
更

新
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

よ
り

充
実

し
た

内
容

の
サ

イ
ト

に
な

る
よ

う
に

、
皆

さ
ん

で
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

柏
市

柏
市
柏
市

柏
市
防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会
富
里

富
里
富
里

富
里
支
部

支
部
支
部

支
部
も ももも
総
会

総
会
総
会

総
会
    

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

を ををを
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

（
広
報

部
）

（
広
報

部
）

（
広
報

部
）

（
広
報

部
）

    

専
門
部
の
ペ
ー
ジ
 

各
町
会
の
ペ
ー
ジ
 

る
」
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
支
部
長
は
水
谷
協
議
会
長
が
兼
務
。 

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
 →

●
ふ

る
さ

と
協

議
会

の
専

門
部

の
部

長
も

一
新

 

 
私
達
は
、
地
区
社
協
部
会
が
各

町
会
の
支
援
を
受
け
て
推
進
し
て

い
る
〝
サ
ロ
ン
活
動
〟
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
年
度
、
金
山
進
部
長
の
後
任
と

し
て
豊
西
・
今
井
が
就
任
、
ま
た
新

メ
ン
バ
ー
と
し
て
緑
ヶ
丘
・
岡
本
慶

子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。
 

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
か
ら
は
、
6
月
の
「
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
、
1
0
月
の

 
総
務
部
の
活
動
は
、
5
月
の
「
総
会
」
の
案
内
状
配
布
・
出

欠
委
任
状
確
認
、
総
会
資
料
印
刷
製
本
、
当
日
の
会
場
準
備
・

受
付
等
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
で
無
事
総
会
を

総
務
部

総
務
部

総
務
部

総
務
部

    

行
事

行
事
行
事

行
事
・ ・・・
専
門
部

専
門
部

専
門
部

専
門
部
を ををを
支
援

支
援
支
援

支
援
 

日
会

館
で

そ
れ

ぞ
れ

実
施

し
て

い
ま
す
。
 

 
各

サ
ロ

ン
は

実
施

す
る

曜
日

と

 
「
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
」
は
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
、「

豊
友
サ

ロ
ン
」
は
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
、「

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
緑

ヶ
丘
会
館
、「

あ
さ
ひ
サ
ロ
ン
」
と
「
い
ず
み
サ
ロ
ン
」
は
朝

時
間

が
異

な
り

ま
す

の
で

〝
ど

ん
ぐ
り
〟
の

4
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

 
ま
た
、
「
歌
声
喫
茶
」
は
年

2
回

富
里

近
隣

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て

出
会

出
会
出
会

出
会
い いいい
、 、、、
ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
、 、、、
楽 楽楽楽
し
い

し
い
し
い

し
い
サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

＝ ＝＝＝
    
我
が
町

我
が
町

我
が
町

我
が
町

    
豊
町
西
町
会

豊
町
西
町
会

豊
町
西
町
会

豊
町
西
町
会

    
＝ ＝＝＝
    

豊
町

西
会

編
 

私
た

ち
の

豊
町

西
町

会
は

平
成

1
0
年

4
月
、

豊
町

町
会

が
常

磐
線

を
境

に
東

と
西

と
に

分
割

さ
れ
再
発
足
し
ま
し
た
。
 

今
年
2
0
周
年
を
迎
え
、

記
念

企
画

と
し

て
豊

町
町

会
が

東
西

に
分

割
さ

れ
る

ま
で

の
歩

み
「

我
が

太
地

の
声
・
豊
四
季
の
誕
生
・
豊

町
町

会
創

立
・

昭
和

か
ら

平
成

へ
」

を
ま

と
め

た
記

念
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
全

世
帯

に
配

布
し
ま
し
た
。
 

も
増

加
し

、
地
域

の
高

齢
者
の

相
談

窓
口

と
し

て
周
知

さ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
は
、
地
域
の
皆
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
柏

第
三

小
学

校
で
は

認
知

症
サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を
開

催
し

、
緑

ヶ
丘
町

会
で

は
徘
徊

模
擬

訓
練

を
実

施
し
ま

し
た
。
 

今
年
度
も
、
窓

口
の

業
務

だ
け

で
な
く
、
積
極
的

に
地
域
へ
出
て
、

各
町
会
の
「
サ
ロ

ン
」

を
訪

問
し

て
、
介
護
予
防
教

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

    
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
体
育
祭
」、

11
月
の
「
文
化
祭
」
、
1
月

の
「
新
春
懇
親
会
」
、
3
月
の
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

等
を
事

務
局

と
協

力
し

、
皆
さ

ん
が

活
動

し
や

す
い

よ
う
に

部
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
 

 
ま
た

、
年

間
を

通
し

て
広
報

誌
や

回
覧

物
の

各
町

会
へ
の

配
布
、
団
体
事
務
室
の
備
品
・
消
耗
品
管
理
に
努
め
ま
す
。
 

（
部
長
 
今
井
雅
）

当
町
会
は
創
立
時
は

2
9
5
世
帯
で
し
た
が
、
現
在
は

8
0
0

世
帯
へ
と
急
増
し
ま
し
た
。
 

住
居
は
、
戸
建
て
住
宅
は
約

1
0
0
戸
と
少
な
く
、
新
し
い

高
層

マ
ン

シ
ョ

ン
が

数
多

く
立

ち
並

ぶ
地

域
で

す
。

皆
さ

ま

地
域

地
域

地
域

地
域

    
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
部

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
部

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
部

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
部

    

室
の
開
催
な
ど
で

、
介
護
予
防
の
取
組
み
や
消

費
者
被

害
の
防
止
、
介
護

保
険
制
度
の
活
用
な
ど
を
地

域
の
高

齢
者
の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

の
ご

協
力

の
お

か
げ

で
市

内
で

も
町

会
加

入
率

が
高

い
町

会
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

柏 柏柏柏
東

口
第

東
口

第
東

口
第

東
口

第
2 222

地
域

地
域

地
域

地
域

    

包
括

包
括

包
括

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

    
問
い
合
わ
せ
：
0
4
-7
1
9
2
-6
6
1
0
 

 
東
口
第
2
地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
開

設
し

て
4
年
目
と
な
り

ま
す
。
 

職
員

は
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、

社
会

福
祉

士
な

ど
7
名
体
制
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
相
談
件
数

い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

（
部
長
 
下
山
幸
一
）

エ
リ

ア
は

、
常

磐
線
と
国
道

6
号
線
の

間
に

あ
り

、
北

に
イ

オ
ン

モ
ー

ル
柏

、
南

は
大

き
な

森
に

囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の

森
は

「
大

膳
山

大
正

の
森

」
と

呼
ば
れ
、
9
,0
0
0
㎡
と
い

う
広

大
な

面
積

に
手

つ
か
ず
の
大
木
が
林
立
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
会
有
志
の
長
年

の
柏
市
へ
の
働
き
か
け
が
よ
う
や
く
実
り
、
防
災
広
場
を
兼
ね

た
多
目
的
広
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
会
で
は
、
検
討
・

計
画
段
階
か
ら
各
年
代
の
住
民
の
要
望
を
把
握
し
、
そ
れ
を
整

備
計
画
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
完
成
後
の
維
持
管
理
も
町
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
い
、

住
民

の
み

な
ら

ず
道

行
く

人
も

ホ
ッ

と
憩

え
る

広
場

に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
（
会
長
 
村
田
悟
）



 

令
和
元
年
6
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
2
号
(2
) 

 
令
和
元
年
6
月
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
3
2
号
(3
)  

 
 

   

 【
総
務
部
：
今
井
氏
（
豊
西
）】

 
 
い
つ
も
協
議
会
す
べ
て
の
活
動
を
縁
の
下
か
ら
支
え
て
く
れ
て

い
る
総
務
部
を
率
い
て
こ
ら
れ
た
、
金
山
前
部
長
（
緑
ヶ
丘
）
か

ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
、
本
年
度
か
ら
今
井
氏
が
部
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
 

 
『
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
行
事
の
実
施
や
各
専
門
部
の
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
に
、
総
務
部
と
し
て
支
援
に
努
め
ま
す
』
 

【
防
犯
防
災
部
：
岡
部
氏
（
豊
西
）】

 
 

ふ
る

さ
と

協
議

会
の

中
で

は
一

番
あ

と
か

ら
発

足
し

た
同

部
は
、
角
田
前
部
長
（
栄
町
）
か
ら
岡
部
氏
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
来
注
目
さ
れ
て
い
た
防
災
意
識
が
薄
れ
が
ち
に

な
っ
て
き
た
昨
今
。
新
た
な
防
災
対
策
は
地
域
の
重
要
課
題
で
す
。 

 
『
防
犯
・
防
災
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
』
 

【
高
齢
者
福
祉
部
：
赤
塚
氏
（
豊
西
）
】
 

 
富
里
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て

い
る
同
部
は
、
毎
年
当
番
制
で
地
域
ご
と
に
担
当
が
変
わ
り
ま
す
。

本
年
度
は
豊
東
・
豊
西
が
担
当
し
ま
す
。
比
較
的
委
員
歴
が
少
な

い
赤
塚
新
部
長
に
は
、
地
域
か
ら
新
し
い
活
動
へ
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
『
だ
れ
も
等
し
く
齢
を
と
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
元
気
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
』
 

声
掛
け

訪
問

声
掛
け

訪
問

声
掛
け

訪
問

声
掛
け

訪
問

を ををを
行
い

行
い

行
い

行
い

ま
す

ま
す

ま
す

ま
す

    

民
生
委
員

民
生
委
員

民
生
委
員

民
生
委
員

・ ・・・
児
童

児
童

児
童

児
童

委
員

委
員

委
員

委
員
    

 
今
年
も
「
声
掛
け
訪
問
」
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
地
域

を
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
声
掛
け
訪
問
」
は
柏
市
独
自
の
活
動

で
、
7
5
歳
以
上
の
方
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。
2
,0
0
0
人
近
い
今

年
の
富
里
地
区
の
訪
問
対
象
者
を
「
生
活
や
健
康
の
問
題
」
な
ど

2
0
1
9
 

 

町
会

の
夏

ま
つ

り
 

南 南南南
柏
ま

つ
り

柏
ま

つ
り

柏
ま

つ
り

柏
ま

つ
り

( (((
南 南南南
柏

駅
柏

駅
柏

駅
柏

駅
西
口

西
口

西
口

西
口

周
辺

周
辺

周
辺

周
辺

) )))
    
7
/
2
0

7
/
2
0

7
/
2
0

7
/
2
0
・ ・・・
2
1

2
12
1

2
1
    

柏
ま
つ

り
柏

ま
つ

り
柏

ま
つ

り
柏

ま
つ

り
( (((
柏

駅
周

辺
柏

駅
周

辺
柏

駅
周

辺
柏

駅
周

辺
) )))
 
 

 
  
 

 
 
    

    
    

    
7
/
2
7

7
/
2
7

7
/
2
7

7
/
2
7
・ ・・・
2
8

2
82
8

2
8
    

通
一

通
一

通
一

通
一
( (((祭

礼
祭

礼
祭

礼
祭

礼
) )))    

7
/
7
/
7
/
7
/1
3
1
3
1
3
1
3・ ・・・
1
4
1
4
1
4
1
4
    

朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館

朝
日
会
館
    

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘
    
8
/
8
/
8
/
8
/3 333
・ ・・・
4 444
    

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園
    

栄
町

栄
町

栄
町

栄
町
    
8 888
/5 /5/5/5
・ ・・・
6 666
    

二 二二二
松
学
舎

松
学
舎

松
学
舎

松
学
舎

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場
    

豊
東

豊
東

豊
東

豊
東
    
8
/2
3

8
/2
3

8
/2
3

8
/2
3・ ・・・
2
4
2
4
2
4
2
4
    

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

校
庭

校
庭

校
庭

校
庭
    

富
里

富
里

富
里

富
里
    
8
/
8
/
8
/
8
/3
0
3
0
3
0
3
0・ ・・・
3
1
3
1
3
1
3
1
    

富 富富富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

里
近
隣
セ
ン
タ
ー

里
近
隣
セ
ン
タ
ー

里
近
隣
セ
ン
タ
ー
    

豊
西

豊
西

豊
西

豊
西
    
8
/
8
/
8
/
8
/2
5
2
5
2
5
2
5
    

豊
町

豊
町

豊
町

豊
町

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園
    

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

を
伺
っ
て
、
相
談
窓
口
と
な
る
べ
く

2
5
人
の
委

員
の
皆
さ
ん
が
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

 
皆

さ
ん

の
お

宅
へ

民
生

委
員

が
伺

っ
た

と
き

は
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
支
部
も
総
会
を
午
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
柏
市
防

災
安
全
課

か
ら
、
「

最
近
の

振
込
詐
欺
は
、
劇
場
型
で
、
公
官
庁
な
ど
の
名

を
か
た
り
、
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を
聞
き
取

 
パ

ソ
コ

ン
だ

け
で

な
く

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

と
多

様
化

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
閲

覧
ツ

ー
ル

に
対

応
す

る
た

め
、

富
里

地
域

ふ
る

さ
と

協
議

会
の

公
式
サ
イ
ト
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
サ
イ
ト
で

は
各
町
会
や
各
部
だ
け
で
な
く
、
サ
ロ
ン
の
活
動
な
ど
も
各

セ
ク

シ
ョ

ン
で

情
報

を
更

新
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

よ
り

充
実

し
た

内
容

の
サ

イ
ト

に
な

る
よ

う
に

、
皆

さ
ん

で
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

柏
市

柏
市
柏
市

柏
市
防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会
富
里

富
里
富
里

富
里
支
部

支
部
支
部

支
部
も ももも
総
会

総
会
総
会

総
会
    

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

を ををを
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

（
広
報

部
）

（
広
報

部
）

（
広
報

部
）

（
広
報

部
）

    

専
門
部
の
ペ
ー
ジ
 

各
町
会
の
ペ
ー
ジ
 

る
」
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
支
部
長
は
水
谷
協
議
会
長
が
兼
務
。 

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
 →

●
ふ

る
さ

と
協

議
会

の
専

門
部

の
部

長
も

一
新

 

 
私
達
は
、
地
区
社
協
部
会
が
各

町
会
の
支
援
を
受
け
て
推
進
し
て

い
る
〝
サ
ロ
ン
活
動
〟
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
年
度
、
金
山
進
部
長
の
後
任
と

し
て
豊
西
・
今
井
が
就
任
、
ま
た
新

メ
ン
バ
ー
と
し
て
緑
ヶ
丘
・
岡
本
慶

子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。
 

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
か
ら
は
、
6
月
の
「
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
、
1
0
月
の

 
総
務
部
の
活
動
は
、
5
月
の
「
総
会
」
の
案
内
状
配
布
・
出

欠
委
任
状
確
認
、
総
会
資
料
印
刷
製
本
、
当
日
の
会
場
準
備
・

受
付
等
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
で
無
事
総
会
を

総
務
部

総
務
部

総
務
部

総
務
部

    

行
事

行
事
行
事

行
事
・ ・・・
専
門
部

専
門
部

専
門
部

専
門
部
を ををを
支
援

支
援
支
援

支
援
 

日
会

館
で

そ
れ

ぞ
れ

実
施

し
て

い
ま
す
。
 

 
各

サ
ロ

ン
は

実
施

す
る

曜
日

と

 
「
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
」
は
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
、「

豊
友
サ

ロ
ン
」
は
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
、「

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
緑

ヶ
丘
会
館
、「

あ
さ
ひ
サ
ロ
ン
」
と
「
い
ず
み
サ
ロ
ン
」
は
朝

時
間

が
異

な
り

ま
す

の
で

〝
ど

ん
ぐ
り
〟
の

4
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

 
ま
た
、
「
歌
声
喫
茶
」
は
年

2
回

富
里

近
隣

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て

出
会

出
会
出
会

出
会
い いいい
、 、、、
ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
、 、、、
楽 楽楽楽
し
い

し
い
し
い

し
い
サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

＝ ＝＝＝
    
我
が
町

我
が
町

我
が
町

我
が
町

    
豊
町
西
町
会

豊
町
西
町
会

豊
町
西
町
会

豊
町
西
町
会

    
＝ ＝＝＝
    

豊
町

西
会

編
 

私
た

ち
の

豊
町

西
町

会
は

平
成

1
0
年

4
月
、

豊
町

町
会

が
常

磐
線

を
境

に
東

と
西

と
に

分
割

さ
れ
再
発
足
し
ま
し
た
。
 

今
年
2
0
周
年
を
迎
え
、

記
念

企
画

と
し

て
豊

町
町

会
が

東
西

に
分

割
さ

れ
る

ま
で

の
歩

み
「

我
が

太
地

の
声
・
豊
四
季
の
誕
生
・
豊

町
町

会
創

立
・

昭
和

か
ら

平
成

へ
」

を
ま

と
め

た
記

念
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
全

世
帯

に
配

布
し
ま
し
た
。
 

も
増

加
し

、
地
域

の
高

齢
者
の

相
談

窓
口

と
し

て
周
知

さ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
は
、
地
域
の
皆
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
柏

第
三

小
学

校
で
は

認
知

症
サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を
開

催
し

、
緑

ヶ
丘
町

会
で

は
徘
徊

模
擬

訓
練

を
実

施
し
ま

し
た
。
 

今
年
度
も
、
窓

口
の

業
務

だ
け

で
な
く
、
積
極
的

に
地
域
へ
出
て
、

各
町
会
の
「
サ
ロ

ン
」

を
訪

問
し

て
、
介
護
予
防
教

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

こ
ん

な
活

動
を

し
て

い
ま

す
こ

ん
な

活
動

を
し

て
い

ま
す

    
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
体
育
祭
」、

11
月
の
「
文
化
祭
」
、
1
月

の
「
新
春
懇
親
会
」
、
3
月
の
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

等
を
事

務
局

と
協

力
し

、
皆
さ

ん
が

活
動

し
や

す
い

よ
う
に

部
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
 

 
ま
た

、
年

間
を

通
し

て
広
報

誌
や

回
覧

物
の

各
町

会
へ
の

配
布
、
団
体
事
務
室
の
備
品
・
消
耗
品
管
理
に
努
め
ま
す
。
 

（
部
長
 
今
井
雅
）

当
町
会
は
創
立
時
は

2
9
5
世
帯
で
し
た
が
、
現
在
は

8
0
0

世
帯
へ
と
急
増
し
ま
し
た
。
 

住
居
は
、
戸
建
て
住
宅
は
約

1
0
0
戸
と
少
な
く
、
新
し
い

高
層

マ
ン

シ
ョ

ン
が

数
多

く
立

ち
並

ぶ
地

域
で

す
。

皆
さ

ま

地
域

地
域

地
域

地
域
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ボ
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ン
テ
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部

ボ
ラ
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ア
部

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
部

    

室
の
開
催
な
ど
で

、
介
護
予
防
の
取
組
み
や
消

費
者
被

害
の
防
止
、
介
護

保
険
制
度
の
活
用
な
ど
を
地

域
の
高

齢
者
の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

の
ご

協
力

の
お

か
げ

で
市

内
で

も
町

会
加

入
率

が
高

い
町

会
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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口
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口
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口
第

東
口

第
2 222

地
域

地
域

地
域

地
域

    

包
括

包
括

包
括

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

支
援

セ
ン

タ
ー

    
問
い
合
わ
せ
：
0
4
-7
1
9
2
-6
6
1
0
 

 
東
口
第
2
地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
開

設
し

て
4
年
目
と
な
り

ま
す
。
 

職
員

は
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、

社
会

福
祉

士
な

ど
7
名
体
制
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
相
談
件
数

い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

（
部
長
 
下
山
幸
一
）

エ
リ

ア
は

、
常

磐
線
と
国
道

6
号
線
の

間
に

あ
り

、
北

に
イ

オ
ン

モ
ー

ル
柏

、
南

は
大

き
な

森
に

囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の

森
は

「
大

膳
山

大
正

の
森

」
と

呼
ば
れ
、
9
,0
0
0
㎡
と
い

う
広

大
な

面
積

に
手

つ
か
ず
の
大
木
が
林
立
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
会
有
志
の
長
年

の
柏
市
へ
の
働
き
か
け
が
よ
う
や
く
実
り
、
防
災
広
場
を
兼
ね

た
多
目
的
広
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
会
で
は
、
検
討
・

計
画
段
階
か
ら
各
年
代
の
住
民
の
要
望
を
把
握
し
、
そ
れ
を
整

備
計
画
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
完
成
後
の
維
持
管
理
も
町
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
い
、

住
民

の
み

な
ら

ず
道

行
く

人
も

ホ
ッ

と
憩

え
る

広
場

に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
（
会
長
 
村
田
悟
）
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「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。
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令
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令
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令
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令
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年

度
定
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総

会
年

度
定

期
総

会
年

度
定

期
総

会
年

度
定

期
総

会
    
開

催
開

催
開

催
開

催
    

 
定
期
総
会
が
、
5
月

11
日
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
 

 
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
役
員
が
改
選
さ
れ
、
第

1
9

代
協

議
会

会
長

に
泉

町
会

会
長

の
水

谷
修

國
氏

が
選

出
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
度
、
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
精

一
杯

務
め

さ
せ

て
頂

き
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

●
新

任
執

行
役

員
の

紹
介

 
 
こ
の
た
び
、
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
緑
ヶ
丘
町
会
の
安
岡
で
す
。
生
活
環
境
部
を

担
当
す
る
よ
う
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
同

協
議

会
で

は
体

育
部

員
と

し
て

宍
戸

部
長
の
も
と
で
体
育
祭
、
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
祭

り
等
で
仕
事
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
同
協
議

会
は
富
里
地
域
の
7
町
会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
目
指
し

て
き
た
事
の
ひ
と
つ
は
「
住
み
や
す
い
町
」
、
「
安
全
で
安
心
な

町
」
、
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
町
」
づ
く
り
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
富
里
地
域
内
に
あ
る
緑
ヶ
丘
町
会
に
約

5
5
年
間
住

ん
で
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
こ
れ
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
た

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
同
協
議
会
の
役
員
、

関
連

委
員

を
務

め
ら

れ
た

多
く

の
方

々
の

ご
尽

力
に

よ
る

も
の

と
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
微
力
で
す
が
、
今
後
と
も
富

里
地

域
の

発
展

の
た

め
に

貢
献

で
き

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
の
で
皆
様
方
の
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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豊
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豊
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の
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の
他

そ
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他
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進
委

員
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活

コ
ー

デ
ィ
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タ
ー
 

千
代
田
 
裕
弘
 

岩
佐
 
祐
義
 

溝
田
 
節
子
 

通
一
 

富
里
 

豊
東
 

上
げ
ま
す
。
住
み
よ
い
わ
く
わ
く
感
を

感
じ

あ
え

る
富

里
地

域
を

目
指

し
て

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
育
児
子

育
て

世
代

の
方

々
か

ら
ご

高
齢

の
方

々
ま

で
多

世
代

の
皆

様
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
福

祉
の

充
実

を
図

る
と

と
も
に
、
各
専
門
部
等
の
活
動
で
は
地
域

の
皆

様
に

参
加

し
て

交
流

し
て

頂
け

る
‘
ふ
れ
あ
い
の
場
’
の
提
供
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
へ
の
備
え
も
地
域
の
大
事
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
員
、
委
員
、
そ
し
て

地
域
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
事
業
の
遂
行
に
精
一
杯

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

水
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長
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水

谷
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会
長

の
ご

挨
拶
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4
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1
 

※
2
0
1
9
年
5
月
2
1
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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隣

近
隣
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隣
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セ
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タ
ー

セ
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7 777
月 月月月
1
5
1
5
1
5
1
5
日 日日日
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月
（

月
（

月
（

月
） ）））
    

 
が
癒
さ
れ
る
効
果
あ
り
。
ま
た
、
映
画
を
観
て
主
人
公
に
感
情
移
入

す
る
こ
と
で
、
映
画
の
世
界
観
に
入
り
込
み
良
い
気
分
転
換
に
。
何

よ
り
泣
く
・
笑
う
と
い
っ
た
感
情
表
現
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
だ
け
で

な
く
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
の
だ
そ
う
で
す
。
 

 
こ
れ
ら
は
、
雨
の
多
い
こ
の
時
期
で
も
室
内
で
出
来
る
も
の
。
少

し
で

も
皆
さ

ん
の

元
気
回

復
に

役
立

て
ば

幸
い

と
担
当

保
健

師
が

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ち
な

み
に
、
レ
モ

ン
は
、
気
分

を
ス
ッ

キ
リ
さ
せ
、

思
考
を
冷
静

に
す
る
作
用
あ
り
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、

優
れ

た
鎮
静
作
用

が
あ
り
自
律

神
経
の

バ
ラ
ン
ス
を

整
え
、
免
疫

力
を
上
げ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
 

 
そ

の
２
．
描
い

て
観
て
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
。
絵
を
描

く
と
感
性
が

養
わ
れ

、
色
々
な
色

彩
を
目
に
す

る
こ
と

で
、
気
持
ち

が
落
ち
着
き

心
 
も
う
じ
き
梅
雨
。
こ
の
時
期
は
不
安
定
な
天
気
が
続
き
、
身
体

の
疲
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
心
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
た
い
時
期
で
す
。
そ

こ
で
、
市
職
員
の
健
康
管
理
担
当
の
保
健
師
に
、
こ
の
時
期
お
勧

め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
を
聞
き
ま
し
た
。
 

 
そ
の
１
．
香
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
や
さ
し
い
香
り
は
マ
イ
ナ

ス
の

感
情

を
癒

し
、

前
向

き
で

肯
定

的
な

感
情

を
呼

び
起

こ
す

も
の
。
リ
ビ
ン
グ
や
玄
関
、
寝
室
に
お
気
に
入
り
の
香
り
の
キ
ャ

ン
ド

ル
や

フ
レ

グ
ラ

ン
ス

を
使

っ
て

み
て

は
如

何
で

し
ょ

う
。

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：
1
8
8
 

電
話
：
0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
 

前
払
方
式
 

S
u
ic
a
, 

n
a
n
a
co

等
 

チ
ャ
ー
ジ

し
た
金

額
分
の

み
使
え

る
 

即
時
決
済
 

デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド

等
 

そ
の
場
で

口
座
残

高
よ
り

支
払
さ

れ
る
 

後
払
方
式
 

ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
 
1

ヶ
月

分
の
利

用
額
が

ま
と
め
て

口
座
よ

り
引

き
落
と
し

さ
れ
る
 

Q
R
コ

ー
ド
 

決
済
 

P
a
y
p
a
y,
 

楽
天
p
a
y
他
 

決
済

ア
プ

リ
に

事
前

登
録

し
ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

の
カ
メ
ラ

で
Q
R
コ
ー
ド

を
読
み

取
り
決

済
 

 

日
時
 

イ
ベ
ン
ト
名
 

窓
口
 

6
月
 
1
7
日
(月

) 
1
0
:0
0
～
 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
9
日
(水

) 
11
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
2
0
日
(木

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
3
日
(日

) 
1
0
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

7
月
 

1
日
(月

) 
1
0
:0
0
～
 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
3
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
6
日
(土

) 
1
0
:0
0
～
 
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）

 
ふ
る
さ
と
協
議
会

 

 
9
日
(火

) 
1
0
:0
0
～
 
母
と
子
の
集
い
（
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

健
康
づ
く
り
推
進
員
 

 
1
0
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）

 
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

 
11

日
(木

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
3
日
(土

) 
1
0
:0
0
～
 
香
取
神
社
祭
礼
（
通
一
朝
日
会
館
、
栄
町
集
会
所
）
 

通
一
、
栄
町
 

 
1
4
日
(日

) 
1
0
:0
0
～
 
香
取
神
社
祭
礼
（
通
一
朝
日
会
館
、
栄
町
集
会
所
）
 

通
一
、
栄
町
 

 
1
7
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
2
8
日
(日

) 
1
0
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

8
月
 

3
日
(月

) 
1
0
:0
0
～
 
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
さ
と
協
議
会
 

 
1
7
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
一
本
松
公
園
）
 

緑
ヶ
丘
町
会
 

 
4
日
(日

) 
1
7
:0
0
～
 
緑
ヶ
丘
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
一
本
松
公
園
）
 

緑
ヶ
丘
町
会
 

 
7
日
(水

) 
1
0
:0
0
～
 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 
児
童
保
健
福
祉
部
 

 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
と

は
、

現
金

以
外

の
方

以
外

の
方

以
外

の
方

以
外

の
方

法
で
支
払
う
こ
と

法
で
支
払
う
こ
と

法
で
支
払
う
こ
と

法
で
支
払
う
こ
と

。 。。。
    

現
金

を
持

ち
歩

く
必

要
が

な
い

、
計

算
が

早
い
、
明
細
で
収
支
が
わ
か
る
、
ポ
イ
ン
ト
が

付
く

な
ど

の
利

点
が

あ
り

ま
す

が
、

カ
ー

ド
の

紛
失

や
盗

難
に

あ
っ

て
不

正
使

用
さ

れ
る

、
個

人
情

報
が

同
意

な
く

流
出

す
る

可
能

性
が
あ
る
な
ど
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
 

使
用

す
る

場
合

、
管

理
に

気
を

つ
け

て
く

だ
さ
い
。
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
）

～ ～～～
    
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
    
～ ～～～
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